















平成 27 年度日本農学賞および第 52 回読売農学賞が授与されたことです。病原性微生物の研究から端を発し，家畜飼養環境
における環境微生物の動態や排泄物処理施設における微生物生態やその制御とそれを活用した効率的な排泄物や汚水の処
理・利用技術開発に至る，フィールドセンターで上げられた幅広い数多くの成果が認められたものです。ふたつ目は，平成












フィールドセンター 3 部門 6 分野の教員とその教育研究を力強くサポートする技術職員によって，このような活発な教育
研究活動が展開されています。










































































推移」であり，昭和 61 年度をのぞき昭和 39 年度から現在
までの記録が存在した。農場創設時の記録としては，昭和
25 年～ 30 年の「主要作物の作付面積と収量の推移」，昭和










産関係 11 項目，材木関係 12 項目（表 1），「川渡フィール
ドセンター運営概況データベース」では農産関係 34 項目，
畜産関係 12 項目，林産関係 46 項目，機械関係 14 項目，
事務関係 12 項目となった（表 2）。　
データベースは WEB サイトでの公開を前提とし，
HTML 形式で作成した。各項目について時系列で表データ
を Excel，PDF 形式で閲覧できるように HTML を設計した。















主要作物の 10a 当り所要労力の推移（単位：人）（S25 ～ 49 年度） 
作物別栽培実績（kg/10a）（S62 ～ H24 年度） 
水稲の品種別作付面積の動向（単位：ha）（S41 ～ 50 年度） 
水稲の作付面積・収量・生産費の推移（S51 ～ 60 年度） 
水稲品種の圃場別作付状況と出穂期，刈取期および収量の推移（S51 ～ H24 年度） 
水稲の生産費費目構成（S51 ～ 55 年平均） 
水稲の生産費費目構成（%）の年次別推移（S56 ～ 60 年度） 
水稲の作業別所要労力（S51 ～ 55 年の平均） 
水稲の作業物所要労力（人）の年次別推移（S56 ～ 60 年の平均） 
主要畑作物の生産費の推移（S51 ～ 55 年度，S56 ～ 60 年度） 
水稲の作業別所要労力（人）の年次別推移（S56 ～ 60 年） 
主要畑作物の生産費の推移（S51 ～ 55 年度，S56 ～ 60 年度） 
主要畑作物の生産費費目構成（％）と所要労力（S51 ～ 55，S56 ～ 60 年平均） 
牧草の作付（利用）面積（ha）（S51 ～ 55 年度） 
北山地域の牧草地造成面積（ha）（S41 ～ 53 年度） 
採草収量の推移（kg）（S51 ～ 55 年度） 
牧草地の生産費費目構成（％）と所要労力（S53 ～ 55 年平均，S56 ～ 60 年平均） 
牧草の生産費（円）（S53 ～ 55 年度） 
牧草地の圃場別採草収量の推移（kg）（S51 ～ 55 年度） 
牧草地の圃場別収量の推移（単位：ton）（S56 ～ 60 年度） 
牧草地の施肥および造成の概要（S62 ～ H12 年度） 
牧草の作付（利用）面積と採草収量の推移（S56 ～ 60 年度） 
ササミノリの収量構成要素（前年と比較）（S61 ～ 62 年度） 
川渡農場における各作物の圃場別作付状況の推移（S39 ～ 60 年度，S62 ～ H24 年度） 
1987 年における水稲の生育状況（前年と比較）（S61 ～ 62 年度） 
牧草の圃場別生産量（S62 ～ H13 年度） 
栽培期間中の日照時間（S63 年 4 月～ 9 月） 
稲作期間の半旬別気象の推移（平年と比較）（H1 ～ H2 年度） 
移植時の苗質（第 8 号） 
不稔粒およびいもち病による被害粒の発生率（%）（第 8 号） 
平成 8 年度の作付面積（a） 
平成 13 年度作物別トラクター利用面積および利用時間（h/ha） 
デントコーンの圃場別生産量（kg/10a）（H13 ～ 24 年度） 
採草地・放牧地および更新地の施肥基準（kg/10a）（H13 ～ 24 年度） 
採草地施肥成分（kg/10a）（H18 ～ 24 年度） 
採草地・放牧地および更新地の年間施肥量と播種量（kg/10a）（H19 年度） 
採草地・放牧地の 10a 当たりの施肥成分量（kg/10a）（H20 ～ 24 年度） 
畑作物の 10a 当たり収量（kg/10a）（H2 ～ 24 年度） 
いもち病防除実施状況（H3 年） 
採草地・放牧地の年間施肥量と 10a 当たりの目標収量及び実収量（H13 ～ 24 年度） 




家畜飼養頭数の推移（S24 ～ 60 年度） 
家畜増殖計画（S34 年，S44 年実績） 
産乳成績および繁殖成績の推移（S25 ～ 60 年度） 
肉用牛繁殖成績（S26 ～ H24 年） 
肥育頭数の推移（S51 ～ 60 年度） 
家畜供試計画一覧（S62 ～ H3 年度） 
乳牛個体別月別産乳成績（kg）（S62 ～ H24 年度） 
乳牛繁殖成績（S62 ～ H24 年） 
肥育出荷成績（S62 ～ H24 年度） 
コンポスト作物別使用量（H14 ～ H24 年度） 
コンポスト分析結果（H13 年度，H17 ～ H22 年度） 
3
林産関係
年度別伐採材積（針・広葉樹別）（S40 ～ 49 年度） 
年度別収入額（S40 ～ 56 年） 
第二次経営案実行期間における造林実績（S40 ～ 50 年度） 
演習林の植林状況を示した図（北山団地 1,640ha， 向山団地 576ha， S40 年以降・以前の植林地，耕作地） 
林道・牧草・混木林の状況（北山団地 1,640ha， 向山団地 576ha） 
林班別面積及び蓄積（m^3）（S56.4.1 時） 
昭和 51 年～同 55 年における造林実績（ha）（S51 ～ 55 年度） 
林班区分図（北山地区）1,639ha 
素材生産実行量（S51 ～ 56 年度） 
きのこ生産（kg）（S51 ～ H23 年度） 
植林・保育（ha）（S50 ～ H24 年度） 
素材生産（m^3）（S62 ～ H24 年度）
表 2　川渡フィールドセンター運営概況データベースの項目
農産関係
水稲の圃場別作付状況と収量（S51 ～ 61 年度） 
水稲の圃場別種子量・施肥量及び農薬使用量（S52 ～ 61 年度） 
水稲の圃場別・作業別所要労力とトラクターの稼働時間（S53 ～ 61 年度） 
水稲の圃場別諸経費と玄米 1Kg 当り生産費（S53 ～ 61 年度） 
水稲の圃場別収量と収入（S54 ～ 61 年度） 
玄米収量内訳（S54 ～ 61 年度） 
畑作物の栽培実績（S53 ～ 61 年度） 
普通畑作物の諸経費と収入及び 1Kg 当り生産費（S53 ～ 61 年度） 
飼料作物の諸経費と収入及び 1Kg 当り生産費（S54 ～ 61 年度） 
牧草の栽培実績（S53 ～ 61 年度） 
牧草の諸経費と収量及び生草 1Kg 当り生産費（S53 ～ 61 年度） 
牧草の圃場別生産量（S56 ～ 61 年度）
牧草地追肥明細表（S59 ～ 61 年度） 
農産係職員の月別稼働状況（S54 ～ 61 年度） 







トラックの経費と 1L 当り走行（S51 ～ 52 年度） 
機種別償却費調べ（S51 ～ 52 年度） 
機種別　諸経費，償却費および消費量調べ（S51 ～ 52 年度） 
畑作物の作業別労力調べ（S51 ～ 52 年度） 
牧草の圃場別施肥量と収量実績（S52 年度） 
作物別栽培実績（S51 ～ 52 年度） 
作物別栽培概要（S51 ～ 52 年度） 
作物別諸経費と収入（S51 ～ 52 年度） 
水稲圃場別作業別労力調べ（S51 ～ 52 年度） 
作物の圃場別作付状況（S51 ～ 61 年度） 




飼養区分別頭数の異動（S51 ～ 61 年度） 
乳牛個体別月別産乳成績（S51 ～ 61 年度） 
乳牛繁殖成績（S51 ～ 61 年度） 
肉用牛繁殖成績（S51 ～ 61 年度） 
肉用牛肥育出荷成績（S51 ～ 61 年度） 
畜種別飼料別給与実績（S51 ～ 61 年度） 
放牧実績（耕作地・北山）（S51 ～ 61 年度） 
畜産稼働実績（S51 ～ 61 年度） 
畜産物生産費（S53 ～ 60 年度） 
米澤：川渡フィールドセンターデータベースの作成
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畜産関係
月別疾病発生状況及び処置頭数（S54， 59 年度） 
59 年度 BLV 陽転率 
牛乳生産費計算書（S51 ～ 52 年度） 
林産関係
林班別面積及び蓄積（S53 ～ 61 年度） 
林産物生産量及び収入額（S54 ～ 61 年度） 
造林・保育実績（S51 ～ 61 年度） 
生産物機械稼働費（S54 ～ 56 年度） 
素材生産費（S54 ～ 61 年度） 
苗木生産費（S51 ～ 61 年度） 
シイタケ生産費（S53 ～ 61 年度） 
なめこ生産費（S53 ～ 58 年度） 
ひらたけ生産費（S53 ～ 61 年度） 
椎茸榾木減価償却費（S54 ～ 61 年度） 
マイタケの人工栽培試験の結果（S54 年度） 
舞茸生産費（S55 ～ 61 年度） 
演習林稼働状況（S54 ～ 61 年度） 





伐採量（S51 ～ 53 年度） 












原木 50 棚あたりのシイタケ生産費（S52 年度） 
広葉樹素材生産ときのこ生産の収入額比較（S52 年度） 














購入された機械（S51 ～ 61 年度） 
外注修理（S51 ～ 61 年度） 
購入部品（S51 ～ 61 年度） 
購入油脂類（S56 ～ 61 年度） 
整備投下時間（S51 ～ 61 年度） 
業種別労力投下分布（S51 ～ 61 年度） 
時間投下による費目の分類（S54 年度） 
機械の減価償却及び稼働費（S51 ～ 61 年度） 
5
機械関係
機械の部門別稼働投下時間走行及び燃料（S52 ～ 61 年度） 
機械および作業機の部門別投下時間及び走行（S51 ～ 61 年度） 
機械職員月別稼働投下状況（S54 ～ 58， 60 ～ 61 年度） 
作業機稼働時間（S57 ～ 61 年度） 
機械の稼働時間（S60 ～ 61 年度） 
シカの飼養頭数（S60 ～ 61 年度） 
事務関係（注
超過勤務の作業別分類（S51 ～ 55 年度）
経営部賃金等支出月別明細（S52 ～ 59 年度）
校費決済書（S51 ～ 61 年度）
経営研究部決済内訳（S53 ～ 58 年度）
技術部及び家畜診療経費決算額内訳（S59 ～ 61 年度）
特別事業推進費決済内訳（S58 ～ 61 年度）
主要設備品購入調（S51 ～ 61 年度）
各係事業計画収入見込額及び収入済額（S51 ～ 61 年度）
月別収入状況（S51 ～ 55 年度）
飼料作物収量見込及び実績調（S51 ～ 61 年度）
国有財産の異動状況（S51 ～ 61 年度）
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図 2 は「作物別栽培実績」より水稲について整理したデー














デントコーンの播種から刈取りに期間に相当する 5 ～ 9 月
にかけての気温，降水量，日照時間の月別の平均値の合計












































































研究業績 2014 年 1-12 月
原著論文
Bautista, E.G., Saito, M., Regalad, M.J.C.（2014）Per-
formance of an updraft rice husk gasifier system for powering 
village rice mills in the Philippines, J. Food Agric. Environ. 12
（2）：831-835. 
Funamoto, R., Saito, K., Oyaizu, H., Aono, T. Saito, 
M.（2014）pH measurement of tubular vacuoles of an arbuscu-
lar mycorrhizal fungus, Gigaspora margarita, Mycorrhiza  25: 
55-60 DOI 10.1007/s00572-014-0588-1
Komiyama, T., T. Ito and M. Saigusa（2014）Measure-
ment of the maximum amount of water-extractable phosphorus 
in animal manure compost by continuous and sequential water 
extraction. Soil Sci. Plant Nutr., 60:196-207
Komiyama T., T. Ito and M. Saigusa（2014）Effects of 
phosphorus-based application of animal manure compost on the 
yield of silage corn and on soil phosphorus accumulation in an 
upland Andosol in Japan. Soil Sci. Plant Nutr., 60:863-873.
Nakao, A., S. Ogasawara, O. Sano, T. Ito, J. Yanai
（2014）Radiocesium sorption in relation to clay mineralogy of 
paddy soils in Fukushima, Japan. Science of the Total Environ-
ment, 469: 523-529
Ando, S., T. Ito, T. Kanno, T. Kobayashi, T. Morikawa, 
K. Honda, S. Tsushima and H. Takahashi（2014）Impact 
of organic crop management on suppression of bacterial seedling 
diseases in rice. Organic Agriculture, 4, DOI10.1007/s13165-
014-0067-1
Yamamoto, T., K. Minamide, N. Asagi, T. Uno, M. 
Saito and T. Ito（2014）New function of Compost: Inhibitory 
effect of Acidulo®compost on weed germination and growth, J. 
Integ. Field Sci., 11, 43-50
Gao, X., M. Okubo, N. Maruoka, H. Shibata, T. Ito 
and S. Kitamura（2014）Production and utilisation of iron 
and steelmaking slag in Japan and the application of steelmaking 
slag for the recovery of paddy fields damaged by Tsunami. Jour-
nal of Mineral Processing and Extractive Metallurgy. http://www.
maneyonline.com/doi/abs/10.1179/1743285514Y.0000000068
Ogura, S., Suzuki, T., Saito, M.（2014）Distribution of 
radioactive cesium in soil and its uptake by herbaceous plants in 
temperate pastures with different management after the Fukushi-

























Saito, M., Tsukada, H., Yamaguchi, N.（2014）Preface 
to the special section “Contamination of Agro-Environment and 
Forestry with Radionuclides from the Fukushima Daiichi Nuclear 

















2014 年 10 月 21-24 日
伊藤豊彰・茄子川恒・齋藤雅典・北村信也（2014）製鋼
スラグ系肥料による海水流入・除塩水田の生産力改善．日
本鉄鋼協会講演大会（東京工業大学，東京，3 月 22-24 日）
伊藤豊彰（2014）津波被災水田における除塩後の作物生
産上の問題と対策．第 37 回農薬残留分析研究会（仙台国




















2014 年 10 月 21-24 日
田島亮介・Lionel Dupuy（2014）イネ根系形成のシミュ
レーションモデル化の試み．第 41 回根研究集会．名古屋









年 9 月 25 日～ 26 日）
国際学会発表
Bautista, E. G., Saito, M. Greenhouse Gas Emission of Rice 
Production System in the Philippines based on Life Cycle Inven-
tory Analysis, Ecobalance 2014 International Conference, Oct 
27-30, 2014 （Tsukuba）
Saito, M.（2014）Future perspectives on LCA in agriculture: 
Lessons from the research in Japan, Ecobalance 2014 Interna-
tional Conference, Oct  27-30, 2014 （Tsukuba）
Gao, X., M. Okubo, N., Maruoka, H., Shibata, T., Ito 
and S. Kitamura（2013）Recovery of paddy field damaged 
by Tsunami and earthquake using steelmaking slag. 3rd Slag Val-
orisation Symposium（19-20 Mar., KU Leuven, Belgium）
Hara, S., Shimizu, T., Uno, T., Tajima, R., Ito, T., Saito, 
M.（2014）Phosphorous Uptake via Am Fungi from Phytate in 
Organic Matter: Possible Involvement of Phytate Degrading 
Bacteria, 20th World Congress of Soil Science, Cheju, Korea, 
June 8-13, 2014
Hoshino, T., Uno, T., Tajima, R., Ito, T., Saito, M.（2014） 
Vertical Distribution of Radiocesium in Pasture Soils after Pas-
ture Renovation, 11th International Symposium of Integrated 
Field Science, Sept 29-30, 2014（Sendai, Tohoku University）
Kitamura S. and T. Ito（2014）Recovery of paddy fields 
damaged by tsunami and earthquake using steelmaking slag. 2nd 
International Symposium on Advanced Sustainable Iron and Steel 
Making （Fiesta Americana Condesa Cancun All Inclusive Resort, 
Cancun, Mexico, 29 June - 04 July, 2014）
Matsuoka, C., Uno, T., Tajima, R., Ito, T., Saito, 
M.（2014） Temperature Dependency of Soil Nitrogen Mineral-
ization in an Andosol is Affected by Phosphate Availability, 20th 
World Congress of Soil Science, Cheju, Korea, June 8-13, 2014
11
Nakai Y., T. Nishio, H. Kitashiba, M. Nanzyo, M. Saito, 
T. Ito, M. Omura, M. Abe and Y. Ogushi（2014）The 
Agri-Reconstruction Project and Rapeseed Project for Restoring 
Tsunami-Salt-Damaged Farmland after the GEJE, An institu-
tional effort.  Japan Geoscience Union Meeting 2014, PACIFICO 
Yokohama（28 April-2 May）
Nakai Y., T. Nishio, H. Kitashiba, M. Nanzyo, M. Saito, 
T. Ito, M. Omura, M. Abe, Y. Ogushi（2014）The Agri-Re-
construction Project and Rapeseed Project for Restoring Tsuna-
mi-Salt-Damaged Farmland after the GEJE- An institutional ef-
fort. Asia Oceania Geosciences Society 11th Annual Meeting
（AOGS2014）, Sapporo （28 July -2 August）
Ogura, S., Suzuki, T., Saito, M.（2014）Distribution of 
Radioactive Cesium in Soil and Its Uptake by Herbaceous Plants 
in Temperate Pastures with Different Management after Fukushi-
ma Dai-Ichi Nuclear Power Plant Accident, 20th World Congress 
of Soil Science, Cheju, Korea, June 8-13, 2014
Saito, M. Hidden facilitator in soil: Role of arbuscular my-
corrhizal fungi, The 6th EAFES International Congress, 9-11 




記念講演（中新田文化会館，加美町，1 月 24 日）
伊藤豊彰（2014）転炉石灰による津波被災・除塩水田の
土壌改良．新農耕法研究会（仙台ファーストタワービル，






















授業（青森県立弘前高校，9 月 19 日）
伊藤豊彰（2014）Cool で Hot な米づくり．東北大学
PICS 公開セミナー・フィールドセンター開放講座 2014（東
北大学大学院農学研究科附属フィールドセンター，大崎






価手法の開発を目指して」（2 月 26 日，つくば国際会議場，
農業環境技術研究所）
1）原著論文（審査のある学会誌など）
Chen S, Tanaka S, Oyakawa C, Roh S, Sato S（2014）
Individual difference in serum oxytocin concentrations of calves 
and the correlation with those in dams. Animal Science Journal. 
85: 53-57.
Fujita Y, Yoshihara Y, Sato I, Sato S（2014）Environ-
mental radioactivity damages the DNA of earthworms of 
Fukushima Prefecture, Japan. European Journal of Wildlife Re-
search, 60: 145-148. 
Koyama A, Yoshihara Y, Undarmaa J, Okuro T
（2014）The role of grazing refuge for palatable plants by 
grazed neighboring tussocks associated with tussock morphology 
in a semi-arid Mongolian rangeland. Plant Ecology & Diversity 
（in press）. doi:10.1080/17550874.2014.926406 
Ogura S, Suzuki T, Saito M（2014）Distribution of radio-
active cesium in soil and its uptake by herbaceous plants in tem-
perate pastures with different management after Fukushima acci-
dent. Soil Science Plant Nutrition, 60 （6）, 790-800.
12
Sato I, Okada K, Sasaki J, Chida H, Satoh H, Miura K, 
Kikuchi K, Otani K, Sato S（2014）Distribution of radioac-
tive cesium and stable cesium in cattle kept on highly contami-
nated area of Fukushima nuclear accident. Animal Science Jour-
nal （in press） doi: 10.1111/asj.12345
Tachi N, Tanaka S, Ardiyanti A, Katoh K, Sato S
（2014）Bovine growth hormone gene polymorphism affects 
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平成 26 年度にフィールドセンターの 4 つの研究室およ
び寄附講座（家畜福祉学）に在籍した学生は，学部 4 年生
14 名，大学院博士課程前期 2 年の課程 10 名，同後期 3 年
の課程 6 名の合計 30 名であった。また，5 学系の学部 3 年




















9a で栽培した。ニンジンの総収穫量は 1734.4kg で，ゴボ
ウは 565.25kg であった。ナガイモの総収量は 2,587.8kg で
あった。果樹としては，ウメ（2 号圃場）の全収穫量は
247kg で売払いは 154kg であった。ブルーベリーの総粗収
量は 320kg であり，予定量（470kg）を大きく下回った。




























和種 82 頭，日本短角種 27 頭，緬羊 22 頭であったが，生産・
出荷・死亡・管理換えを経て，年度末にはそれぞれ 32 頭，
86 頭，26 頭，18 頭となった。出荷した黒毛和種去勢牛 12
頭の枝肉格付けは，A-5 が 1 頭，A-4 が 1 頭，A-3 が 7 頭，
A-2 が 2 頭，B-2 が 1 頭であった。瑕疵は 12 頭中 2 頭
（16.6 ％）で前年度（28.6 ％）より減少した。乳用種に関
しては，平均搾乳頭数が 13.8 頭で前年より 0.8 頭上回った。








た。現有の農業用トラクタ 9 台の総利用時間は約 1000 時
間で，その他の車両および自走式作業機械を合わせると約




































































菌根菌等の土壌微生物の機能を活用してリン資源有効利用技術の検討を行う。3 号，21 号畑　周年 3











伊藤　豊彰・宇野　　亨 津波で被災し，除塩された水田における，塩基状態の回復（Na 除去，Ca 富化）や硫化水素害の緩和に







































及び隣接する放牧試験区を調査対象草地とした。草地内に，刈取区（4 ha），放牧区（6.5 ha），放任区（4 
ha）を設け，常置コドラート法による植生の変化を調査する。
調査時期：5 月，9 月　北山地区大尺約 14 ha（IBP 小屋を作業場として使用）




















































性皮膚炎，鶏糞の質に及ぼす影響を調査する。23 号ガラスハウス，ブロイラー 90 羽（20 羽× 4 処理，



















































































































































圃番号 18 ノ 1 の脇にある大穴西側の施肥の影響の弱い土を採取し，木枠試験を実施し，リン利用率の








通常の管理下で田植えを実施して頂いた後，6，7，8，9 月および収穫期に順次 3 株ずつ採取し，根お
よび土壌に形成される鉄とリンの化合物に関する形態観察と化学分析を行い，非アロフェン質黒ボク








世代まで進めている。F2 種子を 3,000 ～ 5,000 粒播種し，各生育個体から自殖種子（一花序（5 莢の
100 粒程度））を採種する。播種前に，F2 種子には生育後の開花を促進させるために種子バーナリ処理


















家畜：去勢雄ヒツジ 8 頭　ホルスタイン仔牛（5 週齢）8 頭　農学研究科動物飼育実験棟で飼育する。
22
（2）複合水域生産システム部









平成 26 年度の女川フィールドセンターにおいては，1 協
力講座 1 分野が存在し，博士課程（社会人後期）3 年 1 名，



















習，ロシア交流推進室実習等にて，延べ 18 日 342 名，社
会貢献活動として，宮城水産復興連携協議会開催，復興庁
による石巻・女川インターン事業および女川インターン事




















とがあった。特に台風 18 号（写真 11），19 号（写真 12）
通過時は大規模に冠水した。盛土等復興工事が進むまで同
様の状況が続くものと思われる。
写真 1 写真 2 写真 3
23
写真 4 写真 5 写真 6
写真 10 写真 11 写真 12
写真 7 写真 8 写真 9






















































































































































































































場に水揚げされた刺網漁業の漁獲量は，その 7-8 割をマダラ，サケが占めるが，2013 年はほぼ震災前
の水準に戻り，2014 年は震災前を大きく上回って 500 トン以上になった。マダラの豊漁が全体の漁獲
量を押し上げたが，一部ヒラメの漁獲量増加も一因となった。2013 年に刺網を営み女川魚市場に水揚


































女川湾奥の St. 1 で繊毛虫の種組成の季節変化を調査した。
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表 1-2-2　平成 26 年度　　　附属複合生態フィールド教育研究センター　複合水域生産システム部調査関連業務内容一覧
業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　要
【翠皓　運航業務】
1.津波注意報発令のため船舶沖出し 平成 26 年 4 月 3 日 チリ地震による津波注意報発令を受けて行った船舶沖出し作業
2.MS 調査　女川湾 平成 26 年 4 月 22 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
3.MS 調査　女川湾 平成 26 年 5 月 26 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
4.MS 調査　女川湾 平成 26 年 6 月 24 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
5.MS 調査　女川湾 平成 26 年 7 月 22 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
6.MS 調査　女川湾 平成 26 年 8 月 19 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
7.MS 調査　女川湾 平成 26 年 9 月 24 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
8.MS 採泥調査 平成 26 年 10 月 9 日 鮫浦湾・女川湾採泥調査（アシュラ採泥器）
9.MS 調査　女川湾 平成 26 年 10 月 10 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
10.MS 採泥調査 平成 26 年 10 月 21 日 雄勝湾採泥調査（アシュラ採泥器）
11.翠皓ドック（上架） 平成 26 年 10 月 22 日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
12.翠皓ドック（下架） 平成 26 年 11 月 11 日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
13.MS 調査　女川湾 平成 26 年 11 月 21 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
14.MS 採泥調査 平成 26 年 12 月 9 日 追波湾採泥調査（アシュラ採泥器）
15.MS 調査　女川湾 平成 26 年 12 月 19 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）
16.発電機・主機関定期整備 平成 27 年 1 月 7 日 定期機関整備
17.MS 調査　女川湾 平成 27 年 1 月 21 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
18.翠皓ドック（上架） 平成 27 年 1 月 27 日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
19.翠皓ドック（下架） 平成 27 年 2 月 12 日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
20.MS 調査　女川湾 平成 27 年 2 月 17 日 女川湾定点観測（採水，プランクトン採集等）




平成 26 年 4 月 2 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンスと養殖環境調査
2.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 4 月 9 日 女川湾海水流動調査
3.MS 調査　ワカメサンプリング 平成 26 年 4 月 15 日 女川湾ワカメサンプリング
27
業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　要
4.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 4 月 15 日 女川湾におけるプランクトン群集の調査
5.MS に関連した養殖環境調査 平成 26 年 4 月 23 日 女川湾養殖環境調査
6.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 5 月 8 日 女川湾海水流動調査
7.MS 調査　水産資源生態学 平成 26 年 5 月 12 日，13 日 女川湾における底生魚類相調査
8.MS 調査　海洋観測ブイメンテナンス 平成 26 年 5 月 13 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
9.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 5 月 19 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
10.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 5 月 29 日 女川湾投与実験マガキの垂下とサンプリング
11.MS に関連した養殖環境調査 平成 26 年 5 月 30 日 女川湾養殖環境調査
12.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 6 月 4 日 女川湾海水流動調査
13.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 6 月 5 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
14.MS 調査　海洋観測ブイメンテナンス 平成 26 年 6 月 10 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
15.MS に関連した養殖環境調査 平成 26 年 6 月 17 日 女川湾養殖環境調査
16.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 6 月 26 日 女川湾投与実験マガキの垂下とサンプリング
17.MS に関連した音波探査調査 平成 26 年 6 月 30 日 女川湾音波探査調査
18.MS に関連した音波探査調査 平成 26 年 7 月 1 日 女川湾音波探査調査
19.MS に関連した音波探査調査 平成 26 年 7 月 2 日 女川湾音波探査調査
20.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 7 月 7 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
21.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 7 月 8 日 女川湾海水流動調査
22.MS 調査　海洋観測ブイメンテナンス 平成 26 年 7 月 9 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
23.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 7 月 10 日 女川湾海水流動調査
24.MS に関連した養殖環境調査 平成 26 年 7 月 15 日 女川湾養殖環境調査
25.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 7 月 24 日 女川湾投与実験マガキサンプリング
26.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 8 月 4 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
27.MS 実験用アサリのサンプリング 平成 26 年 8 月 6 日 女川湾に垂下した実験用アサリのサンプリング
28.MS 調査　海水流動調査ほか 平成 26 年 8 月 22 日 女川湾海水流動調査および海洋観測ブイメンテナン
ス
29.MS に関連した養殖環境調査 平成 26 年 8 月 26 日 女川湾養殖環境調査
30.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 9 月 1 日 女川湾投与実験マガキサンプリング
31.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 9 月 10 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
32.MS に関連した養殖環境調査 平成 26 年 9 月 11 日 女川湾養殖環境調査
28
業　務　内　容 期　間・期　日 概　　　　　　　　　　要
33.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 9 月 12 日 女川湾海水流動調査
34.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 9 月 29 日 女川湾投与実験マガキサンプリング
35.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 10 月 1 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
36.MS 調査　水産資源生態学 平成 26 年 10 月 2 日，3 日 女川湾における底生魚類相調査
37.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 10 月 20 日 女川湾海水流動調査
38.MS 調査　海洋観測ブイメンテナンス 平成 26 年 10 月 30 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
39.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 11 月 13 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
40.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 11 月 17 日 女川湾海水流動調査
41.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 12 月 4 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
42.MS 調査　海水流動調査 平成 26 年 12 月 8 日 女川湾海水流動調査
43.MS 調査　水産資源生態学 平成 26 年 12 月 11 日，12 日 女川湾における底生魚類相調査
44.MS に関連した養殖環境調査 平成 26 年 12 月 24 日 女川湾養殖環境調査
45.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 1 月 15 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
46.MS 調査　海水流動調査 平成 27 年 1 月 19 日 女川湾海水流動調査
47.MS 調査　海水流動調査 平成 27 年 1 月 22 日 女川湾海水流動調査
48.海生ドック（上架） 平成 27 年 2 月 3 日 定期ドックのため上架（小乗浜）
49.海生ドック（下架） 平成 27 年 2 月 5 日 定期ドック完了により下架（小乗浜）
50.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 2 月 5 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
51.MS に関連した養殖環境調査 平成 27 年 2 月 5 日 女川湾養殖環境調査
52.MS 調査　海水流動調査 平成 27 年 2 月 26 日 女川湾海水流動調査
53.MS 調査　生物海洋学 平成 27 年 3 月 9 日 女川湾における一次生産量の季節変動他
54.MS 調査　海水流動調査 平成 27 年 3 月 16 日 女川湾海水流動調査
55.MS 調査　海洋観測ブイメンテナンス 平成 27 年 3 月 26 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
56.MS 調査　海洋観測ブイメンテナンス 平成 27 年 3 月 30 日 女川湾海洋観測ブイメンテナンス
57.MS 調査　女川湾 st.1 定期調査 通年週 /1 回観測（平時） 女川湾 st.1（多項目水質計）
58.MS 調査　雄勝湾定期調査 通年月 /1 回観測（平時） 雄勝湾（多項目水質計）
【そのほかの業務】





教育研究活動をおこなっている。平成 26 年度には，9 月
29 日（月）-30 日（火）に複合生態フィールド教育研究セ
ンター第 12 回国際シンポジウムを，第 7 回先端農学シン
ポジウムと共催として開催した。本シンポジウムでは，「農
学とフィールド科学の新たな展開（New Phase of Field 
Science in Agriculture）」をテーマとし，Prof. Kamaruddin 
Abdullah （Darma Persada University, Indonesia），Prof. Magaly 
Koch，Prof. Chen Tinggui，Prof. Yutaka Nakai，Dr. Daisuke 
Kunii の 5 名による招待講演があった。Student Session とし
て当分野の博士課程後期課程の Jia Lei が口頭発表をおこな
い，Poster Session ではフィールドセンター関係者を中心に
8 件の発表があった。詳細については，JIFS（Journal of 




付状況の推移」の昭和 39 年度からのデータを GIS に入力
した。
教育活動としては，H26 年度はフィールド社会技術学分
野として学部 3 年生 2 名，学部 4 年生 1 名，学部研究生 1 名，











全体の調整をおこなった。4 月 19 日に学部 1 年生を川渡フィールドセンターへ引率した。5 月 23

















科学英語購読 I，II，III，IV 大村道明 資源環境経済学系を対象とした科学英語購読を担当した。
入門演習 大村道明 学部 2 年生を対象とした演習を分担した。
農業財政金融論 盛田清秀 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
農村地域組織論 盛田清秀 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
地域社会技術論特論 盛田清秀 大学院前期学生を対象とした講義をおこなった。
複合生態フィールド制御学特論 米澤千夏 大学院前期２学期に，複合生態フィールド制御学特論を講義した。










































































応用動物科学系では，平成 26 年 5 月（2 泊 3 日），9 月（4







羊の削蹄などの作業が行われた。また，9 月と 2 月の実習
では，各日の夕刻に搾乳実習を行っている。
家畜人工授精実習は，2 月の生産フィールド実習に先立






































AMB コース 3 年生対象の生産フィールド実習（8 月 4 日～
8 月 8 日）を実施した。
その他として，全学基礎ゼミ（8 月 10 日～ 8 月 12 日），
全学基礎ゼミ 2 回目（9 月 22 日～ 9 月 23 日），本学グロー
バルラーニングセンターによる実習（1 月 11 日～ 1 月 12






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 26 年度は東北大学開放講座 2014　『～地球のいのち
～みんないっしょに生きている』（7 月 20 日 Sun 開催）と
　『農業は今も昔もかっこいい～ COOL アグリを体験しま
















≪開催日時≫　平成 26 年 7 月 20 日（日）
午前 10 時～午後 3 時半
≪参加人数≫　58 名（未就学児 5 名，小学生 16 名，中
学生 6 名，高校生 5 名，大学生 2 名，大
人 24 名）
≪参加状況≫　初参加 30 名・リピーター 28 名（2 回目
12 名，3 回目 2 名，4 回目 2 名，5 回目 8
名，8 回以上 4 名）
≪開放施設≫　水田・ブルーベリー圃場・食堂・研究棟



























































































































➢ Thank you very much to the Directors, teachers, all staff 
and students of Tohoku University Kawatabi Field Science 
Center. The program is very important and good for 
children’s future and the whole world. It connects human 
beings and their environment. This programs should be 
future on children is TV programs I would like to ask for 
DVD to be given to all schools in Tohoku primary schools. 
It's a wonderful project. Field science center should again is 
a summer school for students even one day stay will help. 
Touching cows. Inserts and all experiments very helpful. 
Thank you keep doing the wonderful job to inspire the next 
generation. In Japan some children have never seen a cow 
physical. They do not know where rice comes from. Thank 
you. We’ll come again.
➢本日は大変お世話になりました。段取りも良くあっと








































































































































































































































































































































































































































≪開催日時≫：平 26 年 10 月 4 日（土）
午前 10 時～午後 3 時半
≪参加人数≫：36 名
≪参加状況≫：初参加 33 名・リピータ－ 3 名（小学生 3






・『COOL で HOT な第 4 胃の畜産物』
 環境システム生物学分野　教　授　中井　裕
























































































































➢A good experience, how to make compost to few ?  practical 
to make food few members to cow. I hope this experience 
always present every year. 
➢ I am interest about compost because it is simple to make, 










































































































➢ Organic? 2 types rice to eat.
➢ I am happy, a good taste the food. Make food animal to 































































































4. 平成 26 年度講演会・研修会等関係























































































































年月日 主な対応者等 実数 延人数
１．センター主催行事
































































平成 26 年 4 月 23-24 日 田島　亮介　助　教 1 2
日本大学工学部 平成 26 年 4 月 26-27 日 中井　教授・多田准教授 1 2
日本大学工学部 平成 26 年 5 月 15-16 日 中井　教授・多田准教授 3 6
山形大学　理学部生物学科 平成 26 年 5 月 16 日 陶山　佳久　准教授 1 1
山形大学　理学部生物学科 平成 26 年 6 月 1 日 陶山　佳久　准教授 1 1
京都大学大学院農学研究科 平成 26 年 6 月 4-6 日 陶山　佳久　准教授 1 3
日本大学工学部 平成 26 年 6 月 19-20 日 中井　教授・多田准教授 1 2
山形大学　理学部生物学科 平成 26 年 6 月 19 日 陶山　佳久　准教授 1 1
日本大学工学部 平成 26 年 7 月 17-18 日 中井　教授・多田准教授 1 2
東北大学大学院理学部 平成 26 年 7 月 20 日 齋藤　雅典　教　授 1 3
日本大学工学部 平成 26 年 8 月 5-6 日 中井　教授・多田准教授 8 16
尚絅学院大学　生活環境学科 2 年 平成 26 年 8 月 6 日 陶山　佳久　准教授　※千葉　純子・原　新太郎 14 14
一橋大学　成城大学　東京家政大学
ヤマザキ学園大学
平成 26 年 8 月 18 日 佐藤　衆介　教　授 5 5
新潟大学 平成 26 年 8 月 25-27 日 小倉振一郎　准教授 2 6
47
年月日 主な対応者等 実数 延人数
福島県　桜の聖母短期大学
福祉子供専攻・食物栄養専攻




東北大学大学院理学部 平成 26 年 10 月 4 日 中井　　裕　教　授・伊藤准教授 1 1
日本大学工学部 平成 26 年 10 月 9-10 日 中井　教授・多田准教授 2 4
東北学院大学 平成 26 年 10 月 28 日 小倉振一郎　准教授 4 4
東北大学工学部 平成 26 年 10 月 31 日 中井　　裕　教　授 9 9
大阪大学大学院　兵庫県立大学
筑波大学　立命館大学　九州大学
平成 26 年 11 月 2-3 日 福田　康弘　助　教　 5 10
日本大学工学部 平成 26 年 11 月 7-8 日 中井　教授・多田准教授 1 2
東北大学生命科学研究科 平成 26 年 11 月 10-14 日 陶山　佳久　准教授 1 5
東北大学生命科学研究科 平成 26 年 11 月 10-2 月 14 日 陶山　佳久　准教授 1 96
日本大学工学部 平成 26 年 12 月 11-12 日 中井　教授・多田准教授 7 14
九州大学システム生命科学府 平成 26 年 12 月 11-12 日 陶山　佳久　准教授 1 3
山形大学理学部生物学科 平成 26 年 12 月 15-17 日 陶山　佳久　准教授 1 3
京都大学大学院農学研究科
森林科学科
平成 26 年 12 月 16-19 日 陶山　佳久　准教授 1 4
日本大学工学部 平成 27 年 1 月 6-7 日 中井　教授・多田准教授 1 2
千葉大学大学院理学研究科　　　　　
地球生命圏科学生物学コース
平成 27 年 1 月 20-22 日 陶山　佳久　准教授 1 3
日本大学工学部 平成 27 年 2 月 24-25 日 中井　教授・多田准教授 8 16
山形大学理学部生物学科　　 平成 27 年 3 月 9-11 日 陶山　佳久　准教授 1 3
秋田県立大学生物資源化学部 平成 27 年 3 月 9-11 日 陶山　佳久　准教授 1 3
福島大学理工学群
共生システム理工類学部　　　　
平成 27 年 3 月 27-30 日 陶山　佳久　准教授 2 8
ギャザリング型実習プログラム











宮城県古川工業高等学校　化学技術科 3 年 4 月 8 日～　 中井　教授・福田　助教 1 1 名
東北大学　生命科学研究科 4 月 14 日～ 4 月 18 日 陶山准教授 2 10 名
森林総合研究所 4 月 21 日～ 4 月 23 日 陶山准教授 7 21 名
名古屋大学大学院　生命農学研究科
循環資源学研究分野
4 月 23 日～ 4 月 24 日 田島亮介　助教 1 2 名
日本大学工学部　 4 月 26 日～ 4 月 27 日 センター教職員 2 4 名
NPO 法人　natural science 4 月 30 日～　 多田准教授 1 1 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 5 月 1 日～　 中井　教授 4 4 名
大崎市立鳴子小学校 5 月 2 日～　 八嶋　康広・佐々木友紀・千葉　純子 2 2 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 5 月 14 日～ 5 月 15 日 中井　教授 4 8 名
日本大学工学部　 5 月 15 日～ 5 月 16 日 センター教職員 5 10 名
山形大学理学部生物学科 5 月 16 日～　 生物共生科学分野 3 3 名
大崎市立鳴子小学校 1 回目 5 月 26 日～　 八嶋　康広・佐々木友紀・千葉　純子
千葉　　孝
16 16 名
南相馬ソーラーアグリパーク　環境教育 5 月 31 日～　 多田准教授・千葉　純子・千葉　　孝 27 27 名
山形大学理学部生物学科 6 月 1 日～　 生物共生科学分野 3 3 名
京都大学大学院農学研究科　 6 月 4 日～ 6 月 6 日 陶山准教授 2 6 名
川渡小学校 2 学年 PTA 6 月 5 日～　 八嶋・千葉・佐々木 3 3 名
コクヨ（株） 6 月 5 日～　 清和 4 4 名
大崎市立鳴子小学校 6 月 16 日～　 佐々木・千葉 2 2 名
大崎市立鬼首小学校 6 月 16 日～　 佐々木・千葉 2 2 名
日本大学工学部　 6 月 19 日～ 6 月 20 日 センター教職員 1 2 名
山形大学理学部生物学科 6 月 19 日～　 生物共生科学分野 3 3 名
大崎市古川市民 6 月 23 日～　 センター教職員 1 1 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 6 月 24 日～　 中井　教授 6 6 名
宮城県古川工業高等学校　化学技術科 1 年 6 月 26 日～　 吉原　助教 42 42 名
大崎市立鬼首小学校 5．6 年 6 月 26 日～　 施設のみ提供 16 16 名
大崎市立鬼首小学校 1．2．3．4 年　「食育体験」 6 月 27 日～　 千葉　純子・佐々木友紀・高橋　佳代
八嶋　康広
15 15 名
大崎市立鳴子小学校 2 回目 7 月 2 日～　 八嶋　康広・佐々木友紀・千葉　純子
千葉　　孝
16 16 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 7 月 3 日～　 中井　教授 5 5 名
横須賀市民 7 月 3 日～　 センター教職員 1 1 名
大崎市古川市民 7 月 4 日～　 伊藤准教授 2 2 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 7 月 9 日～　 中井　教授 5 5 名
日本大学工学部　 7 月 17 日～ 7 月 18 日 センター教職員 2 4 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 7 月 17 日～　 中井　教授 6 6 名
東北大学大学院理学部　1　　　 7 月 20 日～　 センター教職員 1 1 名
ほおの木の森林保全の会 7 月 22 日～　 施設のみ提供 16 16 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 7 月 23 日～　 中井　教授 5 5 名
黒川郡富谷町市民 7 月 23 日～　 遠藤総務係長 17 17 名
東北復興農学センター　『復興農学フィールド実習』 7 月 25 日～ 7 月 27 日 中井　教授・齋藤　教授・伊藤准教授
陶山准教授・多田准教授
65 195 名
早稲田大学　 7 月 25 日～ 7 月 27 日 センター教職員 1 3 名
林業技術総合センター 7 月 28 日～　 齋藤　教授・宍戸　哲郎 1 1 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 7 月 31 日～　 中井　教授 1 1 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 8 月 1 日～　 中井　教授 3 3 名
日本大学工学部　 8 月 5 日～ 8 月 6 日 センター教職員 10 20 名
尚絅学院大学　生活環境学科 2 年 8 月 6 日～　 陶山准教授 16 16 名
一橋大学・成城大学・東京家政大学・ヤマザキ大学 8 月 18 日 佐藤　教授 5 5 名
東北大学　理学研究科　地域物理学専攻 8 月 18 日～ 8 月 24 日 伊藤准教授 1 7 名
宮城県古川工業高等学校　化学技術科 3 年 8 月 22 日～　 福田　助教 5 5 名
新潟大学 8 月 25 日～ 8 月 27 日 小倉准教授 2 6 名
東北大学総長 9 月 1 日～　 中井センター長他 7 7 名
畜産草地研究所 9 月 4 日～　 小倉准教授 1 1 名
中野テクノス（株）　関東環境技術センター 9 月 7 日～ 9 月 8 日 清和　教授 1 2 名
宮城県小牛田農林高等学校
農業技術科農業科学コース（畜産）








9 月 13 日～　 中井　教授 1 30 名








桜の聖母短期大学 9 月 22 日～ 9 月 22 日 齋藤　教授・千葉　　孝・千葉　純子
原　新太郎
103 103 名
日本大学工学部　 9 月 24 日～ 9 月 25 日 センター教職員 1 2 名
東北大学大学院理学部 10 月 4 日～　 センター教職員 1 1 名
大崎市立川渡小学校 10 月 7 日～　 千葉　純子・佐々木友紀 3 3 名
日本大学工学部　 10 月 9 日～ 10 月 10 日 センター教職員 4 8 名
人と自然の博物館 10 月 10 日～　 中井　教授 3 3 名
揚州大学 10 月 14 日～ 10 月 16 日 センター教職員 5 25 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 10 月 17 日～　 中井　教授 2 2 名
ウプサラ大学 10 月 20 日～ 10 月 29 日 陶山准教授 1 10 名
大崎市立鳴子小学校 3 回目 10 月 21 日～　 八嶋　康広・佐々木友紀・千葉　純子
千葉　　孝
16 16 名
林業技術総合センター 10 月 22 日～　 齋藤　教授・宍戸　哲郎 1 1 名
大崎市川渡小学校 2 学年　PTA　 10 月 23 日～　 千葉　純子 2 2 名
大崎市まちづくり推進課　「大崎塾」 10 月 24 日～　 多田准教授 20 20 名
農場 OB 会 10 月 24 日～　 センター教職員 4 4 名
東北大学卒業生 10 月 25 日～　 小原　　愛 9 9 名
大崎市川渡公民館少年教育事業 10 月 25 日～　 施設のみ提供 20 20 名
東京都立西高等学校 同窓会 東北支部 10 月 26 日～　 小倉准教授 30 30 名




一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 10 月 27 日～ 10 月 31 日 齋藤　教授 6 30 名
東北学院大学　4 年 10 月 28 日～　 小倉准教授 5 5 名
海外留学生　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
10 月 31 日～　 中井　教授・多田准教授・米沢准教授
※千葉　純子
10 10 名
サンパウロ大学 11 月 1 日～ 2 月 28 日 齋藤　教授 1 120 名
フィリピン稲作研究所 11 月 1 日～ 11 月 22 日 齋藤　教授 1 22 名
日本原生生物学会　若手の会　勉強会 11 月 2 日～ 11 月 3 日 福田　助教・千葉　　孝 7 14 名
大崎市川渡小学校 2 学年　PTA　 11 月 5 日～　 千葉　純子 27 27 名
日本大学工学部　 11 月 7 日～ 11 月 8 日 センター教職員 2 4 名
DateFM 仙台 11 月 7 日～　 陶山准教授 2 2 名
大崎市鳴子公民館「植物やきのこの観察会」 11 月 8 日～　 施設のみ提供 20 20 名
東北大学生命科学研究科 11 月 10 日～ 11 月 28 日 陶山准教授 1 19 名
東北大学生命科学研究科 11 月 10 日～ 11 月 14 日 陶山准教授 1 5 名
東北復興農学センター　「菜の花プロジェクト」 11 月 12 日～　 中井　教授 3 3 名
森林総合研究所林木育種センター 11 月 12 日～ 11 月 14 日 陶山准教授 3 9 名
大崎市立川渡小学校　PTA 11 月 18 日～　 千葉　純子 2 2 名
森林総合研究所林木育種センター 11 月 18 日～ 11 月 21 日 陶山准教授 1 4 名
宮城県古川工業高等学校　化学技術科 3 年 11 月 21 日～　 福田　助教 5 5 名
JA 全農東北日本くみあい飼料株式会社　南東北支店 11 月 26 日～　 馬場　保徳 7 7 名
森林総合研究所林木育種センター 11 月 27 日～ 11 月 28 日 陶山准教授 1 2 名
大崎市立鳴子小学校 4 回目 12 月 3 日～　 千葉　純子・高橋　佳代・八嶋　康広
佐々木友紀
16 16 名
宮城県古川工業高等学校　化学技術科 3 年 12 月 5 日～　 福田　助教 5 5 名
宮城県古川工業高等学校　化学技術科 3 年 12 月 15 日～　 福田　助教 5 5 名
九州大学システム生命科学府 12 月 10 日～ 12 月 12 日 陶山准教授 1 3 名
山形大学理学部生物学科 12 月 15 日～ 12 月 17 日 陶山准教授 2 6 名
京都大学大学院農学研究科　森林化学科 12 月 16 日～ 12 月 19 日 陶山准教授 1 4 名
日本大学工学部　 12 月 11 日～ 12 月 12 日 センター教職員 9 18 名
日本大学工学部　 1 月 6 日～ 1 月 7 日 センター教職員 1 2 名
フィリピン稲作研究所 1 月 19 日～ 1 月 30 日 齋藤　教授 1 12 名









オーストラリア博物館 1 月 27 日～　 陶山准教授 1 1 名
大崎市立鳴子小学校 1 月 27 日～　 佐々木友紀・千葉　純子 2 2 名
千葉大学大学理学研究科
地球生命圏科学生物学コース
1 月 20 日～ 1 月 22 日 陶山准教授 1 4 名
大崎市主催　「KODOMO ラムサールみやぎ大崎」 1 月 31 日～　 施設のみ利用
※八嶋　康広・遠藤　勝彦
80 80 名
ロシア　ノボシビルスク大学 2 月 2 日～ 2 月 2 日 齋藤　教授 1 17 名
大崎市立鳴子小学校 5 回目 2 月 10 日～　 佐々木友紀・千葉　純子 16 16 名
日本大学工学部　 2 月 24 日～ 2 月 25 日 センター教職員 9 18 名
日本大学工学部　 3 月 10 日～ 3 月 11 日 センター教職員 1 2 名
山梨県総合農業技術センター　環境部 2 月 20 日～　 伊藤准教授 1 1 名
大崎市立鳴子小学校 6 回目 3 月 6 日～　 佐々木友紀・千葉　純子 27 27 名
山形大学理学部生物学科 3 月 9 日～ 3 月 11 日 陶山准教授 1 3 名
秋田県立大学生物資源化学部 3 月 9 日～ 3 月 11 日 陶山准教授 1 3 名
宮城県古川工業高等学校　化学技術科 3 年 3 月 17 日～　 福田　助教 5 5 名




大分県農林水産研究指導センター 3 月 23 日～ 3 月 24 日 1 2 名
福島大学理工学群共生システム理工類学部 3 月 27 日～ 3 月 30 日 陶山准教授 3 12 名
宮城教育大学 3 月 31 日～　 齋藤　教授 5 5 名
合計 　 　 1,091 1,723 名
実数 延人数
東北大学 73 182 名
その他（企業・試験研究機関・一般市民等） 　 　 259 342 名
　3）複合陸域生産システム部（宿泊施設利用者）
実数 延人数
東北大学 　 　 430 1,564 名













有機栽培 0.61ha，慣行栽培 0.38ha であった。
播種は「ひとめぼれ」（減々栽培（ポット苗））を 3 月 28
日に，「ひとめぼれ」（減々栽培（マット苗））を 4 月 7 日，
4 月 15 日，「ひとめぼれ」（有機栽培，慣行栽培（マット苗））
を 4 月 7 日，「ゆきむすび」，「蔵の華」（マット苗）を 4 月
7 日にそれぞれ行い，加温出芽させた後に育苗ハウス内に
て，プール育苗方式を用いて育苗を行った。田植えは 5 月
8 日から開始して 5 月 22 日に終了した。出穂期は「ひとめ
ぼれ」（減々栽培）が 7 月 31 日～ 8 月 3 日，「ひとめぼれ」
（慣行栽培）が 8 月 3 日，「ひとめぼれ」（有機栽培）が 8
月 4・5 日，「ゆきむすび」が 7 月 25 日，「蔵の華」が 7 月













1 号 -② 23.5
ひとめぼれ
5/19 8/1 9/29，10/1 517 22
減々栽培
1 号 -③ 26.8 5/19 8/1 9/29 532 23
1 号 -④ 21.6 5/20 8/2 9/29 557 22
1 号 -⑤ 17.0 5/20 8/2 9/29 583 23
3 号 -① 43.9 5/16 8/2 9/22 574 36
3 号 -② 41.7 5/16 8/2 9/30 543 22
3 号 -③ 41.3 5/16 8/3 9/30 468 21
4 開 -② 22.7 5/12 7/30 9/19 435 13
4 開 -④ 25.3 5/12 8/1 9/22 559 23
4 号 -④ 34.2 5/15 8/1 9/22，9/24 501 19
4 号 -⑤ 31.3 5/15 8/1 9/22，9/24，10/1 510 20
4 号 -⑥ 23.1 5/15 7/31 9/24 591 22
4 号 -⑦ 23.1 5/15 8/1 9/24 512 19
4 号 -⑧ 20.7 5/12 8/1 10/1，10/4 643 25
小計 396.2 534 23
4 開 -① 13.5
ひとめぼれ
5/23 8/5 10/8 435 16
有機栽培
4 開 -③ 13.2 5/22 8/5 10/8 291 12
4 号 -① 10.4 5/22 8/4 10/2 410 17
4 号 -② 11.1 5/22 8/4 10/2 411 17
4 号 -③ 12.7 5/22 8/4 10/2 359 15
小計 60.9 367 15
4 開 -③ 7.7
ひとめぼれ
5/22 8/3 10/8 498 16
慣行栽培
4 号 -① 10.4 5/22 8/3 10/2 524 11
4 号 -② 11.0 5/22 8/3 10/2 551 11
4 号 -③ 9.6 5/22 8/3 10/2 505 10
小計 38.7 521 12
4 号 -⑨ 18.9
蔵の華
5/8 7/29 9/19 494 14
減々栽培，酒造米
4 号 -⑩ 16.2 5/8 7/29 9/19 595 17
小計 35.1 540 16
4 開 -⑤ 31.4
ゆきむすび
5/8 7/25 9/18 409 8 減々栽培，低アミロース
米4 開 -⑥ 26.9 5/8 7/24 9/18 400 8






収穫は 9 月 19 日から開始して 10 月 8 日に終了した。今
年度の 10a 当りの平均収量は 504kg（平年収量＊ 472kg）で
あった。また，今年度は，米ぬか等の有機質肥料の利用も
おこなった。
＊　平年収量は平成 14 年から平成 24 年までの平均収量
（平成 15 年は冷害のため除く）
2）畑作および果樹（表 6-2, 表 6-3, 図 6-1）
（1） バレイショ
21-1 号圃場（38a）に鶏糞肥料のみ施肥し，化学肥料を
施用せずに作付した。4 月 17 日に男爵および 4 月 15 日に
主力品種の男爵および実習用ワセシロ・キタアカリ・メー
クインの植え付けを行った。生育期間は天候に恵まれ生育
が早く進んだため 25 年度より 10 日ほど早い 7 月 29 日に
教職員および学生による全体作業で行った。総収量は
8,035kg（2,114kg / 10a）25 年度の 148 ％であった。
（2） 根菜類
5 月 20 日にゴボウ（滝野川）・ニンジン（真正国分鮮紅
大長人参）を 3 号圃場にそれぞれ 7.5a 播種しニンジンは
10 月 20 日より収穫を開始し，また，ゴボウは 10 月 27 日
より収穫を行った。ニンジンの総収量は 1692.4 ㎏で昨年度
に対し約 2.3 倍の収穫量であった。ゴボウは 10 月 27 日に
収穫し総収量　565.3kg（754kg / 10a）と昨年度の約 10 倍
程度の増収となった。
（3）　根菜類（イモ類）
3 号圃場にて 9a（品種名：トロフィー 1066）及び姫神イ
モを 6 月 5 に定植した。7 月の日照不足のため茎葉の初期
伸長および葉身の展開が不十分であったのに加え，集中豪
雨の影響で圃場に滞水した。
収穫は 11 月 5 日～ 11 日まで行い，収穫量は 2587.7 ㎏で，
10 ａ当り 2875.2 ㎏昨年度の収穫量に対し若干低下した。
（4） ウメ




ウメの開花は 4 月 18 日頃に咲き始め，満開は 4 月 30 日
頃であり，その後除草作業等を行い，6 月 25 日・7 月 26
日に収穫作業を行った。
総収穫量は 247kg で平年よりやや少なめであり，売払い
収量は 154kg，廃棄は 93kg であった。
（5）　ルバーブ
5 月，3 号圃場の除草作業後，くみあい MMB 燐加安 14
号を，107g（N ＝ 15g）/ 株の割合で施肥をした。その後，





ブルーベリーの開花初めは，5 月 2 日（アーリーブルー・
コリンズ）から 5 月 8 日（スパータン）頃であり，5 月下
旬には満開となった。4 月上旬に基肥を施用し，6 月上旬，
8 月中旬に追肥を行った。収穫期間は，6 月 23 日から 7 月
28 日で，例年同様約一ヶ月間であった。









のでと逆の施用を行った。また，最大 19.8 ㎏ /10a（窒素成







デントコーンは，中生種のスノーデント 125V（9 号の 2：
1.45 ha ）とゴールドデント 122 レオ（2 号：1.0 ha　3 号：
1.2 ha）を用い，5 月 7 日～ 5 月 8 日に播種を行なった。前
年同様ツキノワグマによる食害防止のため，全圃場に電牧
表 6-2　平成 26 年度水稲及び畑作物の 10a 当たり収量
作　　　目
平成 26 年度収量 平年収量
（kg/10a） 指数（%） （kg/10a）
水 稲 504 108 465 
バ レ イ シ ョ 2,030 117 1,731 
ゴ ボ ウ 565 210 279 
ニ ン ジ ン 2,155 227 950 
ナ ガ イ モ 2,875 114 2,060 
種子用ナガイモ 879 68 1,302 
ブ ル ー ベ リ ー 148 44 336 
ル バ ー ブ 61 44 138 
ウ メ 13 31 42
＊水稲の平均収量は，過去 10 年間の平均。
＊バレイショの平年収量は，過去 5 年間の平均。
＊ブルーベリーは 1995 年・1999 年植え付け圃場の平年収
量で，過去 5 年間の平均。
＊ルバーブの平年収量は，過去 5 年間の平均。






を捕獲したが，9 号の 2 は熊による食害のため全損した。
刈り取りおよびバンカーサイロへの収納は，9 月 30 日に実
施した。天候に恵まれたため，短期間で終了することがで
きた。総収量は 70 t，10 a 当りの収量は 2,056 kg となった。
（2） 牧　草
平成 26 年度における，採草地・放牧地および更新地の
施肥基準を表 6-6 に，採草地施肥成分を表 6-7 に，採草地・
放牧地の年間施肥量と 10 a 当りの目標収量及び実収量を表








を実施している。平成 26 年度は，24・25 年度に除染更新
した草地（44.1 ha）から順次，採草を行った。採草地の年
間収量は，生草換算で 10 a 当たり約 3 t，年間 695.4 t となっ
た。
平成 26 年は，刈り取り前の 4 月上旬から 5 月初旬にか
けて高温少雨の天候が続き一番草の生育がおもわしくな
かった。
一番草の刈り取り収納は，5 月 28 日～ 6 月 25 日の 29 日
間で行った。採草地の合計収量は生草換算で 362 t となり，
平年比（震災前との比較）で 36.4 ％であった。一番草はす
べてロールサイレージ調製を行った。刈取り後の追肥は，
6 月 27 日に行った。
二番草の刈取りは，7 月 29 日～ 9 月 8 日の 42 日間で行っ







マチック）による追幡作業を 9 月 10 日～ 12 日に行った。
圃場は 13 の 3 号（2 ha），18 の 1 号（2 ha），18 の 2 号（2 
ha）の計 6 ha で，3 kg/10 a の牧草種子を追幡した。追幡後
の 10 月 20 ～ 24 日にフレールモアで残草刈りを行った。
平成 26 年度における放射能汚染のための草地更新は，
センター職員による自前更新が 4.22 ha,　宮城県農業公社
















地における植生遷移機構の解明）のため 5 月 26 日から 10
月 23 日まで黒毛和種 5 頭と日本短角種 1 頭を放牧した。
推定採食量（肉用牛に 1 日当たりの生草の採食量は体重の
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3.0 13.1 7.0 10.0
4.0 18.1 9.5 15.0
5.0 23.1 12.0 20.0
6.0 28.1 14.5 25.0
1）生草換算重量は乾物を生草の 20% として算出した。
表 6-5   平成 26 年　デントコーン圃場別生産量
圃場
面 積





2 号の 2 100 スノーデント 122 レオ 5 月 7 日 9 月 30 日 20,000 2,000
3 号 120 スノーデント 122 レオ 5 月 7 日 9 月 30 日 50,000 4,167
9 号の 2 145 スノーデント 125V 5 月 8 日 0 0
合計 365 70,000 2,056
*9 号の２圃場は 熊による食害のため全損
58
























6 号 66 - - - - - - - - - -
7 号の 1 115 - - - - - - - - - -
7 号の 2 100 - - - - - - - - - -
8 号 145 - 377 81 - - 145 - 2.5 2.3 159
9 号の 1 179 - 1,418 211 - - 179 - 5 2 112
9 号の 2 137 - - - - - - - - - -
10 号の 1 300 - 1,080 240 - - 300 - 3.5 2.3 77
10 号の 2 300 1,080 240 - - 300 - 2.5 2.6 87
11 号 200 - 720 160 - - 200 - 3.5 2 100
12 号の 1 103 - 464 69 - - 103 - 3 1.5 146
13 号の 1 320 - 1,440 214 - - 320 - 3 1.1 34
13 号の 2 216 - 540 132 - - 220 - 3 - -
13 号の 3 200 - 520 112 - - 200 - 4 1.5 75
15 号 200 - 520 112 - - 200 - 2.5 2.2 110
16 号 87 - 226 49 - - 87 - 2.5 0.3 34
18 号の 1 328 - 1,476 220 - - 328 - 3 1 30
18 号の 2 434 - 1,302 291 - - 434 - 3 1.4 32
19 号 93 - 419 62 - - 93 - 3 1.6 172
20 号の 1・2・造 435 - 1,924 296 - - 435 - 3 1.8 41
20 号の 3 200 - 520 112 - - 200 - 2.5 1.2 60
21 号の１ 160 1,210 200 - - 160 - 2.5 - -
22 号 65 - 169 36 - - 65 - 2.5 1.2 185













2 号の 1 190 - - - - - - - - - -
3 号 52 - - - - - - - 2.5 - -
5 号の 2 300 - - - - - - - - - -
14 号の 1 150 - 795 190 - - 150 - 3.5 1.3 87
14 号の 2 340 - 1,802 220 - - 340 - 3.5 0.8 24
17 号 101 - - - - - - - 2.5 - -
21 号の 2 300 - - - - - - - 4.5 - -
24 号 90 - - - - - - - 2.5 - -
A 棟前 70 - - - - - - - 2.5 - -
小　　　計 1,593 0 2,597 410 490 3.1 2.1 111.0
耕地内草地　合計 5,976 0 18,002 3,247 0 0 4,459 0 3.0 - 1,565
59
表 6-9　採草地・放牧地の 10a 当たりの施肥成分量
圃　　　場 面積 施肥成分量 (kg/10a)




6 号 66 - - -
7 号の 1 115 - - -
7 号の 2 100 - - -
8 号 145 7.8 2.6 2.6 
9 号の 1 179 21.3 7.9 7.9 
9 号の２ 137 7.8 2.6 2.6 
10 号の 1 300 10.9 3.6 3.6 
11 号 150 14.5 4.8 4.8 
12 号の 1 103 12.1 4.5 4.5 
13 号の 1 320 12.1 4.5 4.5 
13 号の 2 216 12.1 4.5 4.5 
13 号の 3 200 16.7 6.2 6.2 
15 号 200 7.8 2.6 2.6 
16 号 87 7.8 2.6 2.6 
18 号の 1 328 12.1 4.5 4.5 
18 号の 2 434 9.1 3.0 3.0 
19 号 93 12.1 4.5 4.5 
20 号の 1・2・造 390 13.4 4.9 4.9 
20 号の 3 200 7.8 2.6 2.6 
22 号 65 7.7 2.6 2.6 













2 号の 1 190 - - -
3 号 52 - - -
5 号の 2 300 - - -
14 号の 1 150 10.6 5.3 5.3 
14 号の 2 340 10.6 5.3 5.3 
17 号 101
21 号の 2 300 10.6 5.3 5.3 
24 号 90 10.6 5.3 5.3 
A 棟前 70 - - -




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      
      
      
































































































































































































































































































































































































































































































































































図 6-1　作物の圃場別作付状況（平成 26 年度）
（注）採 : 採草地　放 : 放牧地
S: 昭和　　H: 平成
圃番号 面　積 圃番号 面　積
1 1.30 13 ノ 2 2.16
2 ノ 1 1.90 13 ノ 3 2.00
2 ノ 2 1.00 14 ノ 1 1.50
3 6.24 14 ノ 2 3.40
4 6.24 15 2.00
5 ノ 1 0.48 16 0.87
5 ノ 2 3.00 17 1.01
6 ノ 1 0.66 18 ノ 1 3.28
6 ノ 2 1.53 18 ノ 2 4.34
6 ノ 3 1.32 19 0.93
7 ノ 1 1.15 20 ノ 1 2.15
7 ノ 2 1.00 20 ノ 2 1.60
8 1.45 20 ノ 3 2.00
9 ノ 1 1.79 21 ノ 1 4.51
9 ノ 2 1.37 21 ノ 2 3.00
10 ノ 1 3.00 22 0.65
10 ノ 2 3.00 23 0.68
11 1.50 24 0.90
12 ノ 1 1.03
12 ノ 2 1.31
12 ノ 3 0.98




平成 24 年 4 月 1 日より「飼料中の放射性セシウムに関















牛 1 頭を放牧した。また，採草地は 13 号の 1 と 13 号の 2
を 1 番草収穫後，牧柵を設置して放牧地として整備した，















産ロールサイレージを給与した。毛刈りは 4 月 14-15 日の





ホルスタイン種は，平成 26 年度当初は 32 頭であり，前
年度より 7 頭多いスタートとなった。生産は前年度より 2
頭増の 18 頭の子牛生産となった。売払いについては，経





肉用牛に関しては，平成 26 年度当初には，黒毛和種 82
頭と日本短角種 27 頭の合計 109 頭であり，前年度より 2
頭少ないスタートとなった。生産は前年度より 1 頭増の 51
頭の子牛生産となった。売払いについては経産牛 7 頭（黒
毛和種 3 頭，日本短角種 4 頭）と成雄牛 12 頭（肥育牛：
黒毛和種去勢牛 12 頭）と若牛 1 頭（日本短角種 1 頭）と
育成雄牛 1 頭（黒毛和種去勢牛 1 頭）と雌子牛 10 頭（黒
毛和種 6 頭，日本短角種 4 頭）と雄子牛 14 頭（黒毛和種 9




度当初よりも 3 頭増の 112 頭（黒毛和種 86 頭，日本短角
種 26 頭）となった。
緬羊は，平成 26 年度当初は 22 頭であり，前年度より 4
頭少ないスタートとなった。生産は前年度より 2 頭減の 8
頭の子羊の生産となった。また，経産羊 3 頭が老齢で死亡
し 1 頭が転倒で死亡した。また育成雌羊 2 頭が事故により
死亡し，子雄羊 1 頭が栄養不良で死亡した。売払いについ
ては，経産羊を 5 頭売却した。これらの変動により，年度
末には年度当初とくらべ 4 頭減の 18 頭となった。
3）乳用種
　A. 産乳成績（表 7-2）
搾乳牛の平均産次数は 2.9 産で前年より 0.3 産上回った。
平均搾乳頭数は 13.8 頭で前年より 0.8 頭上回った。総産乳
量は 91,686 kg と前年より 2,954 kg 減少した。
　B. 繁殖成績（表 7-3）
平成 26 年 4 月から平成 27 年 3 月までの期間に 18 頭分
娩した。それらの分娩から初回授精までの日数は 85 ± 42
（平均値±標準偏差）であり，前年度にくらべ 3 日早かった。
また，受胎までの日数は 113 ± 65 日であり，前年より 11
日に遅かった。なお，1 頭当たりの授精回数は 1.8 ± 1.3 回
であり前年度とほぼ同様であった。
4）肉用種
　A. 繁殖成績（表 7-4-1，表 7-4-2，表 7-4-3）






100 ％であった。子牛生産率は，黒毛和種で 82.5 ％，日本
短角種で 81.3 ％であった。
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黒毛和種で 84.1 ％，日本短角種で 87.5 ％であった。この
結果は，技術目標（受胎率 85 ％）とほぼ同等であった。
　B. 肥育成績（表 7-5）
表 7-5 に平成 26 年度に出荷した黒毛和種去勢牛 12 頭に
ついての成績を示した。平均肥育期間は 21.8 ヵ月，平均出
荷体重は 725.3 kg，平均出荷月齢は 30.9 ヵ月齢であった。
枝肉格付けは A-5 が 1 頭，A-4 が 1 頭，A-3 が 7 頭，A-2
が 2 頭，B-2 が 1 頭であった。瑕疵は 12 頭中 2 頭（16.6 ％）
と前年度（28.6 ％）より減少した。
5）緬羊
緬羊の繁殖は平成 26 年 9 月 24 日から 10 月 24 日まで繁



















本年度のコンポスト処理量は，平成 26 年 4 月 25 日から
平成 27 年 3 月 20 日までの 8 回合計 640 t，作物への施肥量




若　羊・成　羊 … 雌は 8 ヵ月以上分娩まで。雄は 8 ヵ月以上。
育　　成　　羊 … 4 ヵ月以上 8 ヵ月未満。
子　　　　　羊 … 出生より 4 ヵ月未満。
黒毛和種




経 産 牛 34 1 3 6 36
若 牛 6 6 8 8
育 成 牛 8 8 8 8
子 牛 1 15 6 8 2
小 計 49 15 1 9 54
種 雄 牛 1 1
成 雄 牛 14（12） 12（12） 13（13） 15（15）
育成雄牛 14 1 13 11 11
子 雄 牛 4 21 9 11 5
小 計 33（12） 21 0 22（12） 32（15）
合 計 82（12） 36 1 31（12） 86（15）
日本短角種




経 産 牛 15 4 5 16
若 牛 7 1 1 5 1 1
育 成 牛 1 1 3 3
子 牛 2 9 4 1 3 3
小 計 25 9 9 2 23
種 雄 牛 0
成 雄 牛 0
育成雄牛 0
子 雄 牛 2 6 5 3
小 計 2 6 5 0 3
合 計 27 15 14 2 26
表 7-1-1　平成 26 年度　飼養区分頭数の異動
ホルスタイン種




経 産 牛 18 1 6 4 16
若 牛 3 2 4 4
育 成 牛 6 6 6 6
子雌牛（H） 4 4 6 2
子雌牛（F1） 1 1 0
小 計 31 5 1 7 0 28
種 雄 牛 0
成 雄 牛 0
育成雄牛 0
子雄牛（H） 1 13 4 6 4
子雄牛（F1） 0
小 計 1 13 0 4 6 4
合 計 32 18 1 11 6 32
緬羊




経 産 羊 11 4 5 2
若 羊 5 5
育 成 羊 2 5 7 0
子 雌 羊 6 3 7 2
小 計 17 3 6 5 9
種 雄 羊 2 2
成 雄 羊 5 5
育成雄羊 5 5 0
子 雄 羊 3 5 1 5 2
小 計 5 5 1 0 9




若　牛・成　牛 … 雌は 18 ヵ月以上分娩まで。雄は 18 ヵ月以上。
育　　成　　牛 … 6 ヵ月以上 18 ヵ月未満。































生　産 1 7 7 6 2 1 1 3 2 3 3 36
売　払 2 4 2 5 7 4 1 6 31
管理換 0
死　亡 1 1































生　産 1 3 3 1 2 2 3 15
売　払 4 3 4 1 1 1 14
管理換 1 1 2
死　亡 0































生　産 3 2 2 2 1 3 1 1 3 18
売　払 3 1 1 3 3 11
管理換 1 4 1 6
死　亡 1 1































生　産 4 3 1 8
売　払 5 5
管理換 0
死　亡 1 2 1 1 1 1 7
頭　数 22 25 25 25 23 22 21 20 15 15 15 17 18 18
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































頭　数 率（%） 頭　数 率（%） 率（%）
黒 毛 和 種
経 産 33 28 84.8 28 29（双子1組） 103.6 87.9
未 経 産 7 4 57.1 4 4 100.0 57.1
計 40 32 80.0 32 33 103.1 82.5
日 本 短 角 種
経 産 12 10 83.3 9 9 100.0 75.0
未 経 産 4 4 100.0 4 4 100.0 100.0






表 7-3　平成 26 年度　乳牛繁殖成績
現況
売払年月日
個体番号 分娩月日 産次 初回授精（日） 最終授精月日 授精回数 現況 空胎日数 授精回数
H103 6 除籍 H26. 4. 8
H152 5 除籍 H26. 4. 8
H159 5 除籍 H26. 4. 8
H190 H26.12.10 5 供用しない 75 1
H193 H27. 2.25 5 未発情 105 2
H195 H26. 2.17 4 供用しない 72 1
H212 H26. 5.22 3 除籍 342 1 H27. 2.25
H215 3 除籍 H27. 2.25
H220 H27. 3.18 4 未発情 79 2
H229 H26.11. 9 3 H27. 1.24 H27. 1.24 1 受胎 76 1
H231 H26. 8. 9 3 H26.10. 9 H26.10. 9 1 受胎 75 2
H241 H26. 4.23 2 H26. 8.17 H26. 8.17 1 受胎 94 1
H243 H26. 4.30 1 H26. 7. 2 H26. 7. 2 1 受胎 - 5
H244 H26. 7.28 2 除籍 107 2 H26. 9.16
H246 H26. 7.19 2 除籍 156 3 H27. 2.25
H250 H26. 5.16 2 H26. 7.17 H26. 7.17 1 受胎 39 1
H254 H26.10. 7 2 H26.11.25 H27. 2.20 4 受精中 94 1
H257 H26.11.20 2 未授精 99 1
H258 H26.11. 7 2 H26.12.28 H27. 2.26 3 受精中 56 1
H261 H26. 4.27 1 H26. 8.26 H26.10. 5 2 受胎 - 1
H262 H26. 5. 4 1 H26.11. 1 H27. 1.27 3 受精中 - 1
H267 H26. 8.27 1 H26.11. 6 H26.11. 6 1 受胎 - 1
H270 H26. 1.23 H26. 6.24 5 受胎
H272 H26. 4.20 H26. 6.17 2 受胎
H274 H26. 4.17 H26. 8.27 4 受胎
H276 H26. 8.22 H26. 8.22 1 受胎
H281 H26.11.14 H26.11.14 1 受胎
H283 H27. 1.21 H27. 1.21 1 受精中
H284 H26.12.18 H26.12.18 1 受胎
H287 H27. 3. 5 H27. 3. 5 1 受胎
M ± SD 2.9 ± 1.5 85 ± 42 113 ± 65 1.8 ± 1.3 104.9 1.6





番号 個体番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
1 B1260 ♀ H12. 6.13 9 H24. 8.24 H25.11.20 453 AI ×
2 B1273 ♀ H12. 6.26 12 H25. 5.18 H26. 6.16 394 受精対象外
3 B1281 ♀ H12. 6.29 10 H24.11.28 H26. 2. 6 435 受精対象外
4 B1407 ♀ H15. 6. 2 10 H25. 5.26 H26. 5.19 358 AI ○
5 B1413 ♀ H15. 6. 9 9 H24.11.27 H26. 3.18 476 AI ○
6 B1500 ♀ H17. 1.17 8 H25. 7.29 H26. 7.15 351 AI ×
7 B1512 ♀ H17. 6.28 6 H25. 5.25 H26. 5. 7 347 AI ○
8 B1531 ♀ H17. 7.19 7 H25. 9. 1 H26. 7.25 327 AI ○
9 B1532 ♀ H17. 7.19 6 H25. 7.31 H26. 8. 1 366
10 B1540 ♀ H17. 8.12 6 H25. 5. 3 H26. 4.28 360 AI ○
11 B1566 ♀ H18. 7. 7 7 H25. 6. 4 H26. 5. 4 334 AI ○
12 B1567 ♀ H18. 7. 7 5 H24. 9.21 H25. 9.24 368 AI ○
13 B1591 ♀ H18.11.12 5 H25. 8.26 H26.11.10 441 AI ○
14 B1592 ♀ H18.11.16 6 H25. 7.10 H26. 6. 8 333 AI・まき牛 ○
15 B1613 ♀ H19. 7. 6 4 H24. 6.23 H25. 8. 8 411 売却（H26.6.11）
16 B1625 ♀ H19. 7.18 4 H24. 6.28 H25. 6. 6 343 AI ○
17 B1631 ♀ H19. 8.30 5 H25. 5.20 H26. 6. 2 378 AI ○
18 B1639 ♀ H20. 1.29 4 H24.12. 8 H26. 1.26 414 AI ○
19 B1641 ♀ H20. 5.15 4 H25. 5.24 H26. 6.11 383 AI ○
20 B1645 ♀ H20. 5.30 4 H24. 5.17 H25. 6.22 401 まき牛 ○
21 B1678 ♀ H21. 5.20 4 H25. 6.25 H26. 7. 1 371 AI ○
22 B1679 ♀ H21. 5.20 3 H24.10.12 H25. 9.14 337 AI ○
23 B1705 ♀ H22. 1.18 3 H25. 6.30 H26.11. 1 489 AI ○
24 B1712 ♀ H22. 5.17 3 H25. 4.30 H26. 7.24 450 AI ○
25 B1713 ♀ H22. 5.18 3 H25. 6.16 H26. 5.20 338 AI ○
26 B1718 ♀ H22. 6.10 3 H25. 5.25 H26. 5. 8 348 AI ○
27 B1722 ♀ H22. 6.21 4 H25. 5.15 H26. 5.13 363 AI ○
28 B1725 ♀ H22. 6.22 2 H24. 6.16 H25.11.25 527 売却（H26.6.11）
29 B1738 ♀ H22. 8.21 3 H25. 9.12 H26. 9. 6 359 AI ○
30 B1740 ♀ H23. 1.18 2 H25. 5.28 H26. 6. 8 376 AI ○
31 B1741 ♀ H23. 3.14 1 H25. 9.25 まき牛 ○
32 B1744 ♀ H23. 5.17 1 H26. 5. 4 AI ○
33 B1745 ♀ H23. 5.20 1 H25.10.20 AI ○
34 B1751 ♀ H23. 6. 1 2 H25. 5.20 H26. 6.20 396 AI ×
35 B1759 ♀ H23. 6.23 1 H25.12. 9 AI ○
36 B1791 ♀ H24. 6.28 1 H26. 7.19 AI ○
37 B1797 ♀ H24. 7.26 0 AI・まき牛 ○
38 B1798 ♀ H24. 7.28 1 H26. 7. 2 AI ○
39 B1799 ♀ H24. 7.29 1 H26. 8.22 AI ×
40 B1808 ♀ H24.10. 1 0 AI・まき牛 ○
41 B1813 ♀ H24.12. 8 0 AI ○
42 Ｂ 1822 ♀ H25. 5.25 0 AI ○
43 Ｂ 1824 ♀ H25. 5.28 0 AI ○
44 Ｂ 1826 ♀ H25. 6. 6 0 AI ○
45 B1829 ♀ H25. 6.25 0 AI ○
46 Ｂ 1830 ♀ H25. 6.30 0 AI ○
47 Ｂ 1839 ♀ H25. 8.26 0




番号 個体番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
1 N0415 ♀ H14. 3. 8 5 H21. 7. 3 H22. 5.12 313 売却（H26.4.15）
2 N0416 ♀ H14. 3.26 9 H24. 6.29 H25. 8. 4 401 AI ○
3 N0420 ♀ H15. 7. 2 4 H22. 5.25 H23. 7.11 412 売却（H26.4.15）
4 N0421 ♀ H15. 7. 2 6 H25. 4.12 H26. 5.22 405 AI・まき牛 ○
5 N0447 ♀ H17. 6.27 6 H25. 4.14 H26. 3.22 342 AI ○
6 N0469 ♀ H18. 7.12 4 H25. 4.19 H26. 2.28 315 売却（H26.6.11）
7 N0501 ♀ H20. 6. 9 3 H25. 7.12 H26. 7. 3 356 AI ○
8 N0507 ♀ H21. 5.20 2 H23. 6.27 H26.11. 3 1225 AI ○
9 N0510 ♀ H21. 6.10 3 H25. 5.21 H26. 3.17 300 受精対象外
10 N0513 ♀ H21. 6.19 2 H23.10. 3 H24. 8.27 329 AI ○
11 N1026 ♀ H24. 1. 8 1 H26. 8.28 AI ○
12 N1027 ♀ H24. 1.26 1 H26. 7. 1
13 N1044 ♀ H25. 8. 4 0 AI ○
14 N0917 ♀ H16. 6.14 4 H21. 6.23 H23. 6.27 734 売却（H26.4.15）
15 N0945 ♀ H19. 6. 8 5 H25. 4.12 H26. 4. 6 359 AI ×
16 N0971 ♀ H21. 5.25 2 H24. 8.22 H26. 5.14 630 AI ○
17 N0972 ♀ H21. 6. 3 3 H25. 7.21 H26. 7. 1 345 AI ○
18 N0974 ♀ H21. 6.10 0 売却（H26.4.15）
19 N0977 ♀ H21. 6.19 2 H24. 9.24 H26. 3. 7 529 AI ○
20 N0982 ♀ H22. 5.25 1 H26.11.24 AI ○
21 N0987 ♀ H22.11.26 1 H26. 5. 1 AI ○



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 26 年度の素材生産の収入計画は，スギが 990 m3 の
678 万円の予定金額に対し，生産実績は，166 林班イ
1-74・166 林班イ 1-20・166 林班イ 3-74 を素材生産し材積
でスギが 1040 m3 であった。切捨間伐予定地であった。本
年度売払いは 1040 m3 で売払い金額は 8,198,066 円であっ
表 7-7　コンポスト作目別施量
散布月日 作　　　目 使用量（t）
2014/ 4/ 4 ～ 2014/ 4/ 5 デ ン ト コ ー ン 107.1
2014/ 8/27 ～ 2014/ 9/ 1 牧草更新（基盤） 126.3
2014/ 8/15 ～ 2014/ 8/16 牧草更新（公社） 84.3





開始 H26. 2.13 H26. 4.25 H26. 6. 6 H26. 7.16 H26. 8.19 H26. 9.18
終了 H26. 4.25 H26. 6. 6 H26. 7.16 H26. 8.13 H26. 9.12 H26.11.13
期間日数 71 43 41 29 25 57
サンプル採取月日 単位 H26. 6.13 H26. 6.13 H26. 8.15 H26. 8.15 H27. 1.28 H27. 1.28
水分 % 50.17 63.86 51.96 60.05 60.45 63.49
全窒素 % 1.147 0.768 1.143 0.964 0.878 0.918
リン（P2O5） % 1.147 0.566 0.941 0.759 0.903 0.725
カルシウム（CaO） % 1.439 0.632 0.746 0.683 0.765 0.679
マグネシウム（MgO） % 0.606 0.289 0.456 0.377 0.473 0.399
カリウム（K2O） % 2.401 1.203 1.397 1.13 2.205 1.939
灰分 % 16.36 8.28 12.28 11.46 15.74 11.11
全炭素 % 17.73 14.55 18.67 15.29 11.32 13.91
C/N 比 15.45 18.94 16.33 15.86 12.89 15.15
PH 7.38 7.28 7.03 7.5 7.02 7.61
EC ms/cm 11.15 8.11 9.41 9.34 11.49 9.2
硝酸態窒素 ppm 477.461 355.763 663.386 244.098 573.611 336.473
アンモニア態窒素 ppm 27.59 20.709 11.131 11.384 14.455 12.477
無機態窒素 ppm 505.082 376.557 674.65 255.516 588.184 348.992
＊分析は十勝農業協同組合連合会農産化学研究所（北海道帯広市）に依頼。
＊原物中の値を示す。
表 8　平成 26 年度素材生産
場　　　所 実施面積（ha） 実績数量（m3） 売払数量（m3） 金額（万円）
針葉樹（スギ）
14 林班か b2 2.42 481.0
1,040.0 8,198,066.0
14 林班か b4 1.64 326.0
17 林班 24 号南
0.44 245.017 林班 24 号クラブハウス下
17 林班 24 号畑



















平成 26 年度の故障として，トラクタ JD6100 のエンジン
内へのラジエータ冷却水の漏水があり，外注修理した。








水 稲 5.91 157.0 26.6 
小 豆 0.00 0.0 0.0 
ラ イ 麦 0.03 5.5 220.0 
バ レ イ シ ョ 0.38 31.0 81.6 
人 参・ 牛 蒡 0.20 19.0 95.0 
ナ ガ イ モ 0.10 10.0 104.2 
果 樹 2.26 9.5 4.2 
デントコーン 3.57 86.0 24.1 
牧草（採草） 38.74 493.0 12.7 
牧草（更新） 4.22 133.0 31.5 














（ℓ/h）平成 26 年度 累　　計
トラクタ ヤンマー EG445 H 25.01 8 3 5,040 247.5 558.0 856 3.5 
ヰセキ T7000 S 58.03 8 31 3,480 95.5 7,555.8 318 3.3 
MF165-3 S 51.03 8 38 3,231 61.0 8,154.2 118 1.9 
MF194-4 S 56.03 8 33 5,264 59.1 636.41） 122 2.1 
MF265 S 59.03 8 30 4,590 25.9 5,164.2 110 4.2 
MF290 S 57.03 8 32 5,070 119.8 7,316.2 323 2.7 
MF3095 H 03.03 8 23 7,766 68.2 5,012.7 584 8.6 
　 JD6100 H 07.03 8 19 5,735 148.2 6,195.9 1,083 7.3 
JD6400 H 09.03 8 17 6,973 188.7 4,610.8 1,182 6.3 
ブルドーザ CAT-D4H S 61.03 5 28 11,300 72.8 3,076.3 206 2.8 
油圧ショベル CAT-E70B H 03.03 5 23 4,893 187.4 1569.62） 857 4.6 
ホイルローダ CAT-WS210II H 09.03 5 17 3,605 132.9 7,175.6 449 3.4 
　 TCM-LL4-2 H 18.03 5 9 3,299 541.4 4,287.3 1,117 2.1 
TCM-L13-2（ロールグラブ付） H 16.03 5 11 7,770 721.9 6,940.1 4,673 6.5 
フォークリフト TCM　FD35T2 H 24.06 5 3 3,906 97.8 226.3 336 3.4 
スキットステアローダ トヨタ 3SDK4 H 06.03 5 20 1,483 16.8 494.4 19 1.1 
潅木刈払い機 RB-1500 H 12.12 8 14 10,815 24.7 484.6 181 7.3 
自脱コンバイン SR40GSSDRMW-S50C H 08.09 5 18 5,462 - - - -
乗用田植機 ポット苗，側条 LPR-6 S 63.03 5 26 1,470 -
三菱 MFP605VG H 08.03 5 18 1,457 - - - -
クボタ NSU67-IT5FR H 22.03 5 5 2,415 - - - -
乗用ロータリーモア カール II NRMI3JH H 11.05 8 15 560 - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD-EW H 14.03 4 13 720 - - - -
自走式豆脱粒機 MTB-640，コンマ H 07.03 8 19 659 - - - -
注．農機具の耐用年数は，農林水産省の「平成 10 年度農畜産業用固定資産評価基準」による。











（km/ℓ）平成 26 年度 累　　計
乗用車 日産セレナ・VUA-TNC24 型 H 15.03 1,905 4,054 78,717 591 6.9 
日産エクストレイル・UA-NT30 H 16.09 1,725 9,606 99,576 948 10.1 
トヨタクレスタ・GF-GX H 13.03 2,338 10,903 175,415 962 11.3 
三菱デリカスペースギア・GF-PD6W・NSEGEI H 11.01 2,961 5,365 124,534 810 6.6 
三菱デリカ D:5　4WD H 27.26 2,529 299 369 95 3.1 
日産エクストレイル・DBA-NT31 H 24.03 2,095 3,738 14,035 581 6.4 
トラック（畜産）日産アトラス・KR-SR8F23 H 16.09 1,947 3,344 61,224 370 9.0 
　　　 　（作物）日産アトラス・KR-SR8F23 H 17.09 1,920 3,042 40,677 452 6.7 
日産コンドル・U-MK210FN H 05.11 6,199 1,799 97,333 469 3.8 
日産コンドルダンプ・KK-MK26A（改） H 15.03 5,670 366 24,370 138 2.7 
日野レンジャーダンプ・P-173BD4WD（スノープラウ付） S 60.12 6,910 202 52,785 99 2.0 
いすゞエルフ・KK-NKS71EA-6 H 13.03 3,605 5,143 82,427 710 7.2 
軽自動車ダイハツハイゼット 4WD660 H 20.07 804 4,287 42,053 434 9.9 
バイク ホンダ・スーパーカブ 202 H 14.06 169 - - - -
ホンダ・C50 プレスカブ 198 H 07.10 155 - - - -
ホンダ・C50 プレスカブ 198 H 07.10 155 - - - -
注．車両の耐用年数は，財政小六法「減価償却資産の耐用年数に関する省令（抄）」最終改平一〇・三・三一大蔵令五による。
表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作　業　機　機　名 規　格・型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
トレーラ　　① MF21 S 45.08 8 43 390
〃　　　　　② MF21 S 49.06 8 39 500
〃　　　　　③ デリカ DTD2300 S 63.10 8 25 600
〃　　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 8 22 811
〃　　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 8 14 811
〃　　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 8 20 651
プラウ　　　 スガノ TOYB-18 × 2 S 57.10 5 31 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY202C 16-18-20 × 2 H 13.03 5 13 797
ロータリーハロー　① コバシ KA201 S 55.03 5 33 680
〃　　　　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 5 25 650
〃　　　　　　　　④ ニプロ LX2202 H 03.03 5 22 649
ディスクハロー　① MTH2400 スター式 H 02.03 5 23 632
ディスクハロー　② MTH2400 スター式 H 13.03 5 13 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 5 32 458
ウイングハロー 二プロ HW-3702B-3L H 04.03 5 21 1,030
二プロ WRS3610N-0S H 25.01 5 3 911
ツースハロー ※ 770 S 40.03 5 48 120
マニュアスプレッダ　① デリカ DF3000 S 60.03 5 27 1,145
〃　　　　　　　　　② タカキタ DH2080D H 18.02 5 8 775
ブロードキャスタ　① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 5 26 315
〃　　　　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 5 25 270
〃　　　　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 5 24 270
〃　　　　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 5 23 268
〃　　　　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 5 23 268
ライムソワ　① スター MSL-3030 H 04.08 5 21 281
〃　　　　　② スター MSL-3030 H 04.08 5 21 281
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表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作　業　機　機　名 規　格　・　型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
カーペットダスタ 丸山 CDM-2A H 11.03 5 14 1,499
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 5 31 680
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 5 23 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 5 35 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 5 24 620
均平ローラ スター式 S 42.02 8 46 180
K 型ローラ KP-822 S 45.09 8 43 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 8 31 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM-600W S 58.03 5 30 1,092
ブームスプレーヤ やまびこ製 BSN656S/3-YN H 25.06 5 2 2,074
ロータリーカルチベータ 二プロ PK-510 H 02.03 5 22 483
コーンハーベスタ フェラボリー 2 条ロークロップ S 60.03 5 28 4,329
レシプロモア ブサテス BM1205 H 02.03 5 23 484
ディスクモア クーン GMD44 S 57.10 5 31 780
モアーコンディショナ ビコン KM2401 H 15.09 5 10 2,394
ジャイロテッタ スター MGT6200 H 03.03 5 22 778
ジャイロレーキ スター MGR3720 H 03.03 5 22 623
ロールベーラ ジョンディア JD582CPNRTW H 21.09 5 6 4,886
スラリスプレッダ バウアー M22V S 50.11 5 38 2,650
チョッパーミキサ バウアー MT500 S 50.11 5 38 450
押土用ブレード ボンフォードパワードーザ S 52.01 4 36 490
サブソイラ MF27 S 55.07 5 33 250
フロントローダ MFL55A（ベールフォーク，広巾バケット付） S 62.02 5 26 945
ラッピングマシン ニューランド NR-301 H 10.03 5 15 1,499
畦塗機 冨士トレーラーゼロ -2 コンパス 17 H 04.02 5 21 460
圧送ポンプ ROTA85T 型 H 04.03 5 21 1,246
トレンチャー ササキ TH-771 H 04.03 5 21 989
ロータリーマルチ コバシ平高畦 H 04.03 5 21 156
同時播種施肥機 クボタ FD102 H 11.09 5 14 216
ブームモア フェリー TD46 H 09.12 5 16 1,729
フレールモア スター MFN1810 Ｈ 20.04 5 7 430






4 月 4 日（金）前年度にした冬囲いを外し，4 月 9 日（水）
に電牧線で周りを囲った。桑園畝間に繁茂する雑草の草刈
りを，5 月 20 日（火）・6 月 13 日（金）・8 月７日（木）・
10 月 2 日（木）の計 4 回刈り払い機で行った。その後，11




平成 18 年度からの不動産等の異動状況は，表 10-1 のと
おりである。
なお，平成 25 年度から 2 ヶ年間の年度別収入額は表
10-2 のとおりである。
表 10-1　不動産等（建物）の異動状況












平成 20 年 6 月，
平成 20 年 6 月，


















平成 26 年 5 月，
平成 26 年 6 月，
平成 26 年 6 月，




平成 25 年度 平成 26 年度
件　数 金　　額 件　数 金　　額
円 円
基盤研究（A） 1 6,600,000 1 6,700,000
基盤研究（B） 2 5,350,000 2 9,500,000
基盤研究（C） 1 1,200,000 3 4,000,000
挑戦萌芽 1 1,600,000 3 5,100,000
若手研究（B） 3 3,000,000 2 1,700,000
奨励研究 1 500,000
合　計 8 17,750,000 12 27,500,000
表 10-3　年度別予算額一覧表
財源別 平成 25 年度 平成 26 年度
大学運営資金 144,624,576 142,162,881 
運営費交付金（特別） 18,400,000 13,797,000 
運営費交付金（特殊） 22,000 10,000 
間接経費 11,289,650 7,242,302 
寄附金 80,281,378 59,675,941 
受託研究 9,866,533 6,272,616 
受託事業 2,696,652 1,602,478 
目的積立金 0 0 
預り補助金等 118,757,515 82,211,341 
表 10-5　主な設備備品の設備状況
購入年月日 取得経費 品　　　　　　　名
H26. 5.19 預り補助金等 スズキ（株）製 スズキ キャリィ 4WD 5M/T KC
H26. 5.30 寄附金 （株）マイクロテック・ニチオン製 超高速万能ホモジナイザーヒスコトロン
H26. 6. 3 運営費交付金 （教育棟・講義室） 映像音響機器
H26. 6. 5 運営費交付金 （研究棟） ネットワークシステム　1 式
H26. 6.30 運営費交付金 （株）ダルトン製 ドラフトチャンバー
H26. 9. 9 寄附金 （株）東洋製作所製 電気マッフル炉
H26. 9.26 寄附金 （株）東洋製作所製 送風定温乾燥器
H26.11.17 預り補助金等 （株）レミング製　 受電・制御盤
H26.12.12 寄附金 エア ･ブラウン㈱製 ナノスケール分光光度計
H27. 1. 8 運営費交付金 （株）IHI スター製 スノーブロア
H27. 2.19 預り補助金等 SINKPIA･JAPAN ㈱製 生ごみ処理機シンクピア
H27. 2.24 受託研究費 パナソニックヘルスケア㈱製 超低温フリーザー
H27. 2.26 運営費交付金 三菱自動車工業（株）製 デリカ D:5
H27. 3.20 預り補助金等 前澤工業（株）製 ルーメンハイブリット型メタン発酵装置





































ジェクト（PICS）平成 20 年度成果報告書，pp. 53-83．
図 1　昭和 39 年度
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図 2　昭和 40 年度
図 3　昭和 41 年度
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図 4　昭和 42 年度
図 5　昭和 43 年度
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図 6　昭和 44 年度
図 7　昭和 45 年度
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図 8　昭和 46 年度
図 9　昭和 47 年度
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図 10　昭和 48 年度
図 11　昭和 49 年度
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図 12　昭和 50 年度
図 13　昭和 51 年度
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図 14　昭和 52 年度
図 15　昭和 53 年度
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図 16　昭和 54 年度
図 17　昭和 55 年度
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図 18　昭和 56 年度
図 19　昭和 57 年度
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図 20　昭和 58 年度
図 21　昭和 59 年度
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図 22　昭和 60 年度
図 23　昭和 62 年度
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図 24　昭和 63 年度
図 25　平成元年度
90
図 26　平成 2 年度
図 27　平成 3 年度
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図 28　平成 4 年度
図 29　平成 5 年度
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図 30　平成 6 年度
図 31　平成 7 年度
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図 32　平成 8 年度
図 33　平成 9 年度
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図 34　平成 10 年度
図 35　平成 11 年度
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図 36　平成 12 年度
図 37　平成 13 年度
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図 38　平成 14 年度
図 39　平成 15 年度
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図 40　平成 16 年度
図 41　平成 17 年度
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図 42　平成 18 年度
図 43　平成 19 年度
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図 44　平成 20 年度
図 45　平成 21 年度
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図 46　平成 22 年度
図 47　平成 23 年度
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図 48　平成 24 年度
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気　　　　　温　（℃）（極　値）







上　旬 4.0 11.8 6.7 17.8 25.3 30.8 31.3 34.6 28.6 23.9 20.4 12.8
中　旬 1.7 4.5 8.1 18.1 28.7 27.8 30.8 32.7 25.9 20.3 13.7 6.8
下　旬 8.1 9.2 20.2 25.6 30.8 26.8 32.9 31.4 26.6 21.8 16.5 6.6
月極値 8.1 11.8 20.2 25.6 30.8 30.8 32.9 34.6 28.6 23.9 20.4 12.8
最　
低
上　旬 -6.3 -8.3 -5.7 -1.7 2.2 10.5 15.3 18.7 13.9 5.1 -0.3 -6.1
中　旬 -7.6 -8.7 -5.0 -2.3 5.2 13.0 16.1 18.5 9.0 3.5 -2.5 -7.1
下　旬 -10.6 -7.9 -1.2 2.3 5.4 12.1 14.7 15.6 8.3 4.1 -2.7 -9.7
月極値 -10.6 -8.7 -5.7 -2.3 2.2 10.5 14.7 15.6 8.3 3.5 -2.7 -9.7
降　　水　　量　（mm）





上　旬 65.0 51.0 50.0 46.0 21.0 87.5 61.0 147.0 35.0 108.5 33.0 159.0
中　旬 27.0 29.0 100.5 0.0 28.5 80.5 105.5 22.5 3.0 88.5 43.0 64.5
下　旬 54.5 2.5 49.0 2.5 72.5 36.0 4.0 90.0 45.5 17.5 50.0 60.5




上　旬 41.7 27.3 30.9 28.9 33.6 39.2 71.2 53.1 57.1 52.5 36.2 33.5
中　旬 26.5 33.0 29.9 45.7 44.7 54.9 76.3 67.6 75.9 32.8 39.6 34.2
下　旬 34.7 22.7 34.9 48.7 47.9 70.1 59.8 97.0 58.2 47.0 35.9 42.5
月　別 102.9 83.0 95.7 123.3 126.2 164.2 207.3 217.7 191.2 132.3 111.7 110.2 1665.7
日　照　時　間　（hr）





上　旬 12.1 24.3 34.9 72.2 65.1 41.7 35.6 58.7 40.6 51.9 45.9 18.1
中　旬 18.0 39.6 23.5 95.3 68.8 49.2 26.7 25.9 62.8 57.6 30.6 16.5
下　旬 41.8 38.3 58.4 64.2 73.3 46.8 87.1 33.3 66.2 63.3 40.3 30.5




上　旬 27.8 37.6 43.4 60.0 60.3 56.8 37.6 45.2 36.1 41.0 44.3 31.2
中　旬 32.4 38.5 50.5 56.2 54.6 48.5 34.6 35.6 35.6 43.2 34.2 25.2
下　旬 35.5 34.7 53.0 65.4 69.0 39.5 45.4 46.3 36.7 50.1 37.1 32.1
月　別 95.7 110.8 146.9 181.6 183.9 144.8 117.6 127.1 108.4 134.3 115.6 88.5 1555.2
降　水　日　数　（日）
年 / 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平 成 26 年 24 12 19 4 12 13 13 17 8 12 13 17 164
平 年 値 16.8 14.2 14.2 12.0 11.3 12.4 15.7 13.8 13.7 12.4 13.4 17.0 166.9
2．2014 年（平成 26 年）の気象観測表
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